
資
料
紹
介

﹁
佐
賀
の
役
﹂
参
戦
陸
軍
将
校
の
写
真

秋

山

博

志

一
︑
は
じ
め
に

明
治
七
︵
一
八
七
四
︶
年
二
月
佐
賀
県
士
族
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
﹁
佐
賀
の

(１
)

役
﹂
に
つ
い
て
は
︑
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
研
究
及
び
成
果
の
蓄
積
が
な
さ
れ
て
き
た
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
諸
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
図
版
に
関
し
て
は
︑
管
見
の
限
り
で
は

﹁
東
京
日
々
新
聞
︵
六
五
六
号
︶﹂︑﹁
佐
賀
縣
逆
動
記
聞
﹂︑﹁
皇
国
一
新
見
聞
誌
︵
佐
賀

の
事
件
︶﹂
と
い
っ
た
一
連
の
錦
絵
︑﹃
明
治
太
平
記
﹄
の
挿
絵
︑
写
真
に
至
っ
て
は
︑

﹁
江
藤
新
平
﹂
及
び
﹁
同
人
の
梟
首
﹂
等
︑
僅
か
に
数
点
を
数
え
る
の
み
で
あ

(２
)

る
︒

本
稿
で
紹
介
す
る
史
料
︵
以
下
﹁
本
史
料
﹂
と
い
う
︒︶
は
︑﹁
佐
賀
の
役
﹂
に
参
戦

し
た
三
名
の
陸
軍
将
校
︵
以
下
﹁
三
将
校
﹂
と
い
う
︒︶
が
︑
同
戦
役
に
引
き
続
き
出
張

し
て
い
た
熊
本
で
撮
影
し
た
写
真
で
あ
る
︒
本
稿
に
お
い
て
撮
影
の
背
景
等
に
つ
い
て

考
察
す
る
︒

二
︑
史
料
解
説

本
史
料
は
︑
十
数
年
前
に
佐
賀
市
内
の
古
書
店
で
明
治
期
の
古
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
売
り
に
出
さ
れ
た
と
き
に
︑
数
枚
を
抽
出
購
入
し
た
内
の
一
枚
で
あ
る
︒
諸
元
は
︑

感
光
紙
︵
縦
九
・
〇
㌢
︑
横
五
・
五
㌢
︶
に
三
将
校
の
姿
を
焼
き
付
け
︑
さ
ら
に
台
紙

︵
縦
一
〇
・
五
㌢
︑
横
六
・
五
㌢
︶
に
貼
付
し
た
︑
い
わ
ゆ
る
﹁
手
札
判
﹂
と
呼
ば
れ
る

サ
イ
ズ
の
写
真
で
あ
る
︒
感
光
紙
は
液
状
の
卵
白
を
塗
布
し
て
乾
燥
さ
せ
︑
さ
ら
に
硝
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図１ 写真（表）



酸
銀
で
化
学
変
化
さ
せ
る
と
い
う
処
理
を
経
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
一
般
に
﹁
鶏

卵
紙
写
真
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る
︒

本
史
料
の
感
光
紙
は
切
断
も
雑
で
縦
横
の
大
き
さ
も
多
少
不
揃
い
な
上
に
︑
台
紙
の

装
飾
は
金
色
の
枠
線
が
一
本
あ
る
の
み
の
簡
素
な
体
裁
で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
当
時
の
写

真
が
写
真
師
に
よ
る
手
作
り
で
あ
る
た
め
で
︑
鶏
卵
紙
写
真
の
雰
囲
気
を
良
く
表
し
て

い
る
︒

裏
面
に
は
﹁
陸
軍
宮
嵜
中
尉

名
東

(３
)

縣
／
〃

原
大
尉

和
歌
山
縣
／
〃

中
村
少

尉

石
川
縣
／
於
白
川

(４
)

縣
熊
本
寫
之
／
明
治
七
年
四
月
︵
／
は
︑
改
行
箇
所
を
示
す
︒︶﹂

と
い
う
鉛
筆
で
の
表
記
が
あ
る
︒
一
見
︑
熊
本
鎮
台
の
将
校
が
明
治
七
年
に
記
念
撮
影

し
た
も
の
と
看
過
し
そ
う
で
あ
る
が
︑
明
治
初
年
の
陸
軍
は
管
轄
す
る
鎮
台
に
旧
藩
兵

を
召
集
編
束
す
る
の
が
通
例
で
あ
り
︑
三
将
校
の
出
身
県
か
ら
考
え
る
と
疑
問
が
残

る
︒

三
︑
三
将
校
は
誰
か

『明
治
七
年
一
一
月
改

陸
軍
武
官
録
﹄
に
よ
れ
ば
︑
原
姓
の
大
尉
は
﹁
凞
政
﹂︑﹁
権

四
郎
﹂︑﹁
正
忠
﹂
の
三
名
︑
宮
崎
姓
の
中
尉
は
﹁
政
光
﹂
一
名
の
み
︑
中
村
姓
の
少
尉

は
﹁
正
雄
﹂︑﹁
芳
輔
﹂︑﹁
信
道
﹂︑﹁
巨
訓
﹂
の
四
名
が
該
当
し
た
︒
各
自
の
出
身
県
を

調
査
す
る
と
︑
原
姓
の
﹁
凞
政
﹂︑﹁
権
四
郎
﹂
両
大
尉
は
和
歌
山
県
︑﹁
正
忠
﹂
は
石
川

県
︑
宮
崎
政
光
中
尉
は
徳
島
県
︑
中
村
姓
の
四
少
尉
の
内
﹁
正
雄
﹂
及
び
﹁
芳
輔
﹂
は

山
口
県
︑﹁
信
道
﹂
は
広
島
県
︑﹁
巨
訓
﹂
が
石
川
県
で
あ
っ

(５
)

た
︒
姓
・
階
級
・
出
身
県

共
に
一
致
し
た
宮
崎
政
光
中
尉
並
び
に
中
村
巨
訓
少
尉
及
び
原
姓
の
大
尉
が
所
属
す
る

部
隊
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
︑
大
阪
鎮
台
歩
兵
第
四
大

(６
)

隊
︵
以
下
﹁
第
四
大
隊
﹂
と
い
う
︒︶

に
そ
の
名
を
見
出
し
た
︒

大
阪
鎮
臺
是
日
︵
明
治
七
年
二
月
一
七
日
：
筆
者
︶
ヲ
以
テ
第
四
第
十
両
大
隊
ヲ

發
ス
︑
第
四
大
隊
ハ
陸
軍
少
佐
厚
東
武
直
隊
長
タ
リ
︑
陸
軍
大
尉
児
玉
軍
太
︑
田

村
寛
一
︑
原
凞
政
︑
瀧
本
美
輝
︑
陸
軍
中
尉
南
小
四
郎
︑
西
島
敏
︑
上
利
勝
世
︑

後
藤
常
伴
︑
宮
崎
政
光
︑
陸
軍
少
尉
岡
村
捨
︑
中
村
巨
訓
︑
田
邉
良
成
︑
石
島
壽

平
︑
松
田
憲
信
︑
佐
々
木
養
次
郎
︑
大
供
太
郎
云
々
︵
以
下
省
略
︶
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︵
裏

書
︶

陸
軍
宮
嵜
中
尉

名
東
縣

〃

原

大
尉

和
歌
山
縣

〃

中
村
少
尉

石
川
縣

於
白
川
縣
熊
本
寫
之

明
治
七
年
四
月



(﹃
佐
賀
征
討
戦
記
﹄
一
一
-一
二
丁
︶

右
に
よ
り
三
将
校
は
︑
大
阪
鎮
台
歩
兵
第
四
大
隊
所
属
の
原
凞
政
大
尉
︑
宮
崎
政
光

中
尉
︑
中
村
巨
訓
少
尉
で
あ
る
と
い
う
仮
定
の
下
に
明
治
七
年
四
月
に
熊
本
県
で
本
史

料
を
撮
影
し
た
経
緯
等
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
︒

四
︑﹁
佐
賀
の
役
﹂
に
お
け
る
第
四
大
隊
の
行
動

｢佐
賀
の
役
﹂
の
背
景
及
び
個
々
の
戦
闘
に
つ
い
て
は
諸
書
に
詳
し
い
の
で
本
稿
で

は
第
四
大
隊
の
出
動
か
ら
︑
佐
賀
城
へ
の
入
城
ま
で
の
行
動
に
つ
い
て
概
略
を
紹
介
す

る
︒明

治
七
年
二
月
一
二
日
陸
軍
省

(７
)

達
に
よ
り
︑
第
四
及
び
第
十
の
両
歩
兵
大
隊
が
熊
本

鎮
台
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
︒
第
四
大
隊
は
同
月
一
七
日
に
米
国
船
籍
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

号
に
︑
第
十
大
隊
は
一
八
日
に
軍
艦
北
海
艦
に
乗
船
し
て
安
治
川
よ
り
出
帆
し
︑
一
九
︑

二
〇
日
に
そ
れ
ぞ
れ
博
多
へ
到
着
す
る
︒
二
〇
日
﹁
山
嶽
ノ
戦
ヒ
及
ヒ
平
坦
ノ
地
ナ
ル

モ
馳
驅
ス
ル
沓
ヲ
用
ル
コ
ト
能
ハ
サ
レ
ハ
是
ヲ
癈
シ
草
鞋
ニ
替
シ
メ
博
多
海
濱
ニ
於
テ

ス
ナ
イ
ト
ー
ル
銃
ニ

(８
)

換
﹂
え
る
作
業
を
行
っ
た
後
︑
雨
の
中
を
二
日
市
︵
福
岡
県
筑
紫

野
市
二
日
市
︒
旧
日
田
街
道
の
宿
場
町
︶
に
向
か
う
︒
翌
二
一
日
午
前
二
時
二
日
市
に

到
着
し
︑
午
前
六
時
に
同
所
を
出
発
し
て
前
夜
の
雨
に
よ
っ
て
﹁
泥
路
足
滑
ニ
衆

(９
)

倒
﹂

す
る
悪
路
を
佐
賀
に
向
か
っ
て
進
撃
し
て
い
く
︒
当
時
第
四
大
隊
第
一
中
隊
に
所
属
し

て
い
た
兵
卒
の
﹁
軍
隊
手

(

)
帳
﹂
の
出
戦
務
か
ら
︑
そ
の
行
動
を
述
べ
る
と
次
の
と
お
り

10

で
あ
る
︒

二
月
廿
一
日
筑
前
国
二
日
市
駅
ヨ
リ
平
等
寺
越
通
肥
前
国
田
代
エ
出
戦
○
同
廿
二

日
宿
村
旭
山
︵
朝
日
山
カ
︶
江
嶌
中
原
駅
戦
争
同
夜
賊
襲
来
ニ
付
戦
争
○
同
廿
三

日
原
古
賀
村
戦
争
后
苔
野
村
エ
進
軍
直
ニ
横
田
村
戦
争
○
同
廿
五
日
神
埼
駅
エ
進

軍
○
同
廿
七
日
間
道
山
手
通
仁
比
山
ヨ
リ
久
保
山
ヱ
進
軍
后
川
久
保
村
ヱ
進
軍
同

夜
本
道
堺
︹
境
カ
︺
原
駅
ヱ
進
軍
○
同
廿
八
日
間
道
蓮
池
ヱ
進
軍
○
本
道
前
軍
佐

賀
城
出
戦

な
お
︑
二
日
市
か
ら
田
代
︵
佐
賀
県
鳥
栖
市
田
代
︒
旧
長
崎
街
道
の
宿
場
町
︶
へ
向

か
う
平
等
寺
越
は
山
間
の
道
で
︑
佐
賀
県
と
の
県
境
で
は
曲
折
し
︑
さ
ら
に
は
佐
賀
側

に
向
か
っ
て
急
こ
う
配
と
な
っ
て
い
る
︒
田
代
駅
に
出
て
か
ら
以
後
は
ほ
ぼ
平
坦
な
道

の
り
で
あ
り
︑
神
埼
駅
に
至
る
ま
で
旧
長
崎
街
道
の
宿
駅
を
通
過
し
て
い
く
︒
神
崎
駅

か
ら
は
間
道
を
仁
比
山
に
出
て
︑
川
久
保
に
向
か
い
︑
そ
の
後
境
原
で
第
十
大
隊
と
合

流
し
︑
三
月
一
日
佐
賀
城
に
入
城
す
る
︒

五
︑
第
四
大
隊
の
熊
本
へ
の
移
動
に
つ
い
て

｢佐
賀
の
役
﹂
以
後
の
第
四
大
隊
の
行
動
に
つ
い
て
は
﹁︵
明
治
七
年
三
月
一
九
日
：

筆
者
︶
野
津
少
将
其
率
ヰ
ル
所
ノ
兵
ヲ
以
テ
︑
熊
本
鎮
臺
ニ

(

)
至
﹂
る
と
あ
る
の
み
で
︑

11

そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
︒
そ
こ
で
改
め
て
前
出
﹁
軍
隊
手
帳
﹂
の
履
歴
欄

か
ら
︑
そ
の
行
動
を
た
ど
っ
て
み
る
︒

二
月
一
七
日
熊
本
鎮
臺
エ
出
張
ト
シ
テ
大
阪
出
発
○
十
九
日
筑
前
国
福
岡
エ
着
︒

於
同
所
佐
賀
縣
下
賊
徒
征
討
ノ
命
ヲ
奉
ス
○
三
月
七
日
福
岡
引
揚
○
十
三
日
福
岡

出
立
○
十
九
日
肥
後
国
熊
本
エ
着
陣
︑
同
所
滞
陣
○
五
月
一
九
日
凱
旋
帰
阪
ノ
命

ヲ
奉
ス
○
廿
日
熊
本
発
足
○
六
月
一
日
帰
阪
︒
同
日
第
十
聯
隊
第
一
大
隊
ト
改
号
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右
の
よ
う
に
︑
第
四
大
隊
は
佐
賀
に
一
週
間
滞
在
し
た
後
に
︑
一
旦
福
岡
に
出
て
三

月
一
九
日
か
ら
五
月
二
〇
日
迄
の
ほ
ぼ
二
ヵ
月
間
︑
熊
本
に
出
張
し
て
い
た
の
で
あ

る
︒

六
︑
明
治
六
及
び
七
年
に
お
け
る
熊
本
鎮
台
の
状
況

参
考
ま
で
に
第
四
大
隊
が
出
張
す
る
熊
本
鎮
台
の
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
︑
若
干
触

れ
て
お
き
た
い
︒

明
治
六
︵
一
八
七
三
︶
年
当
時
熊
本
鎮
台
で
は
︑
熊
本
本
営
に
歩
兵
第
十
一
︑
十
二

の
二
個
大
隊
︑
鹿
児
島
分
営
に
歩
兵
第
十
七
大
隊
の
計
三
個
大
隊
が
駐
屯
し
て
い
た
︒

歩
兵
第
十
一
︑
十
二
の
両
大
隊
を
合
わ
せ
た
兵
員
数
は
︑
実
質
一
個
大
隊
程
度
で
あ
っ

た
た
め
︑
五
月
一
五
日
に
第
十
二
大
隊
を
解
隊
し
︑
そ
の
兵
員
を
も
っ
て
第
十
一
大
隊

の
欠
員
補
充
を
行
う
︒
解
隊
の
欠
を
補
充
す
る
た
め
歩
兵
第
十
九
大

(

)
隊
︵
以
下
﹁
第
十

12

九
大
隊
﹂
と
い
う
︒︶
が
︑
大
阪
鎮
台
か
ら
熊
本
鎮
台
へ
管
轄
換
と
な
り
︑
同
大
隊
に
解

隊
し
た
第
十
二
大
隊
の
残
員
二
〇
〇
余
名
を
組
み
入
れ

(

)
る
︒
と
こ
ろ
が
一
二
月
七
日
に

13

は
歩
兵
第
十
七
大
隊
が
兵
営
焼
失
と
同
時
に
兵
隊
が
解
散
し
て
瓦
解
す
る
︒
加
え
て
同

月
二
一
日
か
ら
二
三
日
に
か
け
て
︑
今
度
は
第
十
一
大
隊
が
暴
動
を
起
こ
し
︑
参
加
者

六
〇
数
人
が
捕
縛
・
拘
禁
さ
れ
る
︒
同
大
隊
は
︑
そ
の
状
況
の
ま

(

)
ま
で
︑
翌
七
年
二
月

14

﹁
佐
賀
の
役
﹂
に
出
兵
し
︑
戦
死
一
四
六
名
︑
戦
傷
六
二
名
の
計
二
〇
八
名
と
い
う
大
き

な
損
害
を
受
け

(

)
る
︒
こ
の
よ
う
に
熊
本
鎮
台
は
管
轄
下
部
隊
の
改
編
・
動
揺
・
損
耗
が

15

著
し
い
状
態
で
あ
っ
た
︒

七
︑
第
四
大
隊
の
熊
本
移
動
の
背
景
に
つ
い
て

こ
の
時
期
︑
日
本
政
府
は
︑
清
国
と
の
間
に
大
き
な
外
交
問
題
を
抱
え
て
い
た
︒
明

治
四
︵
一
八
七
一
︶
年
琉
球
船
が
台
湾
南
部
に
漂
着
し
て
乗
組
員
五
四
名
が
現
地
住
民

に
殺
害
さ
れ
︑
明
治
六
年
三
月
に
は
小
田
県
︵
岡
山
県
︶
の
船
員
が
同
地
に
漂
着
し
て

衣
服
・
財
貨
を
略
奪
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
き
て
い
た
︒
こ
れ
ら
一
連
の
事
件
に
関

し
て
︑
日
本
政
府
は
清
国
と
の
間
で
同
国
の
台
湾
に
対
す
る
責
任
と
現
地
住
民
の
帰
属

等
に
つ
い
て
交
渉
に
あ
た
っ
て
い
た
が
︑
明
治
七
年
二
月
六
日
に
は
﹁
台
湾
蕃
地
処
分

要
略
﹂
を
定
め
︑
台
湾
へ
の
出
兵
を
閣
議
決
定
す
る
に
至
る
︒

第
四
及
び
第
十
の
両
大
隊
の
熊
本
へ
の
出
張
は
︑
こ
の
台
湾
の
問
題
と
密
接
な
関
係

が
あ
っ
た
︒
四
月
一
八
日
第
十
九
大
隊
が
台
湾
へ
出
兵
を
命
ぜ
ら
れ
︑
一
九
日
に
は
熊

本
を
出
発
す
る
︒
同
時
に
︑
そ
の
補
充
と
し
て
大
阪
鎮
台
歩
兵
第
二
十
二
大
隊
︵
和
歌

山
県
兵
を
召
集
し
た
と
さ
れ
る
︒
以
下
﹁
第
二
十
二
大
隊
﹂
と
い
う
︒︶
が
熊
本
鎮
台
へ

管
轄
換
を
命
じ
ら
れ
る
︒
形
の
上
で
は
同
鎮
台
管
轄
の
部
隊
は
二
個
大
隊
と
な
る
が
︑

第
十
一
大
隊
は
暴
動
の
前
歴
に
加
え
﹁
佐
賀
の
役
﹂
に
お
け
る
損
耗
が
著
し
く
︑
さ
ら

に
第
二
十
二
大
隊
は
実
際
に
は
六
月
中
旬
頃
に
大
阪
を
出
発
予
定
で
あ
っ

(

)
た
︒
そ
こ
で

16

兵
力
が
手
薄
と
な
っ
た
熊
本
鎮
台
の
支
援
の
た
め
第
四
及
び
第
十
の
両
大
隊
が
﹁
佐
賀

の
役
﹂
参
加
後
に
引
き
続
き
熊
本
へ
出
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
︒
大
阪
鎮
台
の
管
轄
下

に
は
︑
両
大
隊
の
外
に
第
五
︑
第
十
四
︑
第
十
八
の
三
個
大
隊
が
所
属
し
て
お
り
︑
熊

本
鎮
台
に
比
較
す
れ
ば
兵
力
に
多
少
の
余
裕
が
あ
っ
た
︒

台
湾
問
題
に
関
し
て
は
︑
そ
の
後
様
々
な
動
き
が
あ
っ
た
が
一
〇
月
三
一
日
に
は
清

国
と
の
間
に
﹁
日
清
両
国
間
互
換
条
款
﹂
及
び
﹁
互
換
憑
単
﹂
が
締
結
さ
れ
︑
一
一
月

一
二
日
に
撤
兵
の
勅
書
が
下
さ
れ
︑
一
二
月
に
撤
兵
を
行
っ
て
終
結
を
見
る
︒
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台
湾
問
題
の
終
結
に
先
立
ち
︑
第
四
大
隊
は
五
月
二
〇
日
に
熊
本
を
出
発
し
て
︑
六

月
一
日
に
帰
阪
し
︑
残
っ
た
第
十
大
隊
︵
六
月
に
歩
兵
第
八
連
隊
第
一
大
隊
と
改
称
︶

も
︑
八
月
一
一
日
復
帰
を
命
じ
ら
れ
︑
一
六
日
に
帰
阪
す
る
︒

八
︑
本
史
料
の
撮
影
場
所
に
つ
い
て

本
史
料
の
撮
影
場
所
と
な
っ
た
の
は
︑
熊
本
鎮
台
の
御
用
写
真
師
で
あ
っ
た
冨
重
写

真
(

)
館
で
あ
る
︒﹁
熊
本
寫
之
／
明
治
七
年
四
月
﹂
と
い
う
表
記
か
ら
明
治
期
の
熊
本
で

17

著
名
な
同
写
真
館
が
容
易
に
連
想
で
き
︑
四
代
目
に
あ
た
る
清
治
氏
と
の
面
談
の
結

果
︑
使
用
さ
れ
て
い
る
台
紙
及
び
撮
影
さ
れ
た
室
内
の
調
度
等
か
ら
︑
同
写
真
館
で
撮

影
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
︒
熊
本
に
お
け
る
行
動
に
つ
い
て
は
同
じ
く
熊

本
に
出
張
し
て
い
た
第
十
大
隊
将
兵
が
﹁
毎
日
地
理
研
究
ト
シ
テ
散
歩
被

(

)
許
﹂
れ
た
状

18

況
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
第
四
大
隊
も
同
様
の
状
況
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
本
史
料

の
サ
イ
ズ
﹁
手
札
判
﹂
の
撮
影
料
金
は
一
枚
五
〇
銭
と
︑
当
時
の
陸
軍
一
等
兵
卒
の
日

給
五
銭
の
一
〇
倍
に
相
当
す
る
額
で
あ
る
が
︑
熊
本
出
張
記
念
と
し
て
︑
外
出
時
に
奮

発
し
て
撮
影
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
︒

三
将
校
共
に
日
章
を
付
し
た
軍
帽
及
び
軍
服
︵
正
し
く
は
﹁
陸
軍
武
官
服
制
︵
明
治

六
年
九
月
二
四
日
布
告
︶﹂
に
基
づ
く
正
帽
及
び
軍
衣
袴
︶
を
着
用
し
︑
短
靴
を
穿
っ
て

お
り
︑
中
央
及
び
向
か
っ
て
右
側
の
将
校
は
サ
ー
ベ
ル
︵
S
ab
er︶
を
佩
用
し
て
い
る
︒

撮
影
時
期
が
﹁
佐
賀
の
役
﹂
か
ら
約
二
ヶ
月
を
経
過
し
て
い
る
と
は
い
え
︑
着
装
し
て

い
る
軍
帽
・
軍
服
・
軍
刀
・
靴
等
は
︑
同
戦
役
に
参
戦
し
た
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
姿
を
残

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
そ
の
姿
は
︑﹃
佐
賀
征
討
戦
記
﹄
口
絵
︵
図
三
︶
に
描
か
れ

た
歩
兵
士
官
︵
右
下
︶
の
軍
装
そ
の
も
の
で
あ
る
︒

九
︑
三
将
校
の
経
歴
に
つ
い
て

参
考
ま
で
に
︑
三
将
校
の
経
歴
を
﹃
明
治
過
去
帳
﹄︑﹃
陸
軍
武
官
録
﹄︑﹃
陸
軍
将
校

並
同
相
当
官
実
役
停
年
名
簿
﹄︑﹁
官
報
︵
叙
任
及
辞
令
︶﹂
等
か
ら
整
理
し
た
︒

原

凞
政
︵
一
八
四
一
-
一
八
九
四
︶

明
治
五
年
一
月
二
八
日
に
大
尉
に
任
官
す

る
︒
明
治
一
三
年
六
月
二
二
日
付
で
﹁
佐
賀
の
役
﹂
及
び
﹁
西
南
戦
争
﹂
の
功
績
に
よ

り
︑
勲
五
等
へ
の
昇
叙
及
び
五
百
円
下
賜
が
示
達
さ
れ
る
︒
そ
の
後
︑
歩
兵
第
六
連
隊

第
一
大
隊
第
一
中
隊
長
︑
名
古
屋
鎮
台
第
六
師
管
区
後
備
軍
司
令
官
︑
大
阪
大
隊
区
副

官
等
を
歴
任
し
︑
福
井
県
駐
在
官
を
最
後
に
明
治
二
二
年
六
月
一
〇
日
後
備
役
に
編
入

さ
れ
る
︒
日
清
戦
争
時
に
は
召
集
を
受
け
︑
第
一
軍
兵
站
司
令
官
で
あ
っ
た
が
︑
明
治

二
七
年
一
二
月
二
四
日
に
清
国
安
東
県
戦
地
定
立
病
院
で
病
に
よ
り
没
す
る
︒
最
終
の

位
階
・
階
級
は
︑
正
六
位
勲
四
等
後
備
陸
軍
歩
兵
大
尉
で
あ
る
︒

「佐賀の役」参戦陸軍将校の写真
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蛇
足
で
は
あ
る
が
︑﹁
佐
賀
の
役
﹂
当
時
︑
第
四
大
隊
で
同
じ
中
隊
長
職
に
あ
っ
た
児

玉
軍
太
大
尉
は
︑
第
一
中
隊
長
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑﹃
佐
賀
征
討
戦
記
﹄
に
お
け
る
氏

名
表
記
が
中
隊
の
建
制
順
で
あ
れ
ば
︑
原
大
尉
は
同
大
隊
第
三
中
隊
長
で
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
︒
児
玉
軍
太
大
尉
は
︑
後
に
第
二
十
八
旅
団
長
に
補
さ
れ
︑
中
将
ま
で
昇
進
す

る
︒
同
じ
く
中
隊
長
職
に
あ
っ
た
田
村
寛
一
大
尉
も
中
将
に
昇
進
し
︑
第
十
二
師
団
長

に
補
さ
れ
る
︒
両
名
の
昇
進
は
共
に
山
口
県
出
身
で
長
州
閥
に
属
し
た
こ
と
に
よ
る
と

思
わ
れ
る
が
︑
原
大
尉
と
同
じ
和
歌
山
県
出
身
で
あ
る
瀧
本
美
輝
大
尉
も
︑
歩
兵
大
佐

に
昇
進
し
︑
日
露
戦
争
時
に
は
後
備
歩
兵
第
三
十
八
連
隊
長
に
補
さ
れ
て
い
る
︒
同
大

隊
四
中
隊
長
の
内
︑
原
大
尉
の
み
進
級
す
る
こ
と
な
く
軍
歴
を
終
え
る
︒

宮
崎
政
光
︵
一
八
四
二
-一
八
九
五
︶

明
治
五
年
に
少
尉
に
任
官
し
︑
翌
年
一
二
月

七
日
中
尉
に
︑
明
治
一
〇
年
四
月
一
三
日
大
尉
に
進
級
す
る
︒
西
南
戦
争
で
は
︑
歩
兵

第
八
連
隊
第
二
大
隊
第
三
中
隊
第
一
小
隊
長
︑
同
連
隊
第
三
大
隊
第
二
中
隊
長
を
務

め
︑
明
治
一
三
年
六
月
二
二
日
付
で
﹁
佐
賀
の
役
﹂
及
び
﹁
西
南
戦
争
﹂
の
功
績
に
よ

り
︑
勲
五
等
へ
の
昇
叙
及
び
五
百
円
下
賜
が
示
達
さ
れ
る
︒
明
治
一
三
年
に
は
歩
兵
第

六
連
隊
第
二
大
隊
中
隊
長
に
任
じ
︑
歩
兵
第
十
八
連
隊
副
官
︑
第
三
師
団
副
官
を
歴
任

し
︑
明
治
二
三
年
六
月
一
日
少
佐
に
進
級
し
︑
同
日
後
備
役
に
編
入
さ
れ
る
︒
日
清
戦

争
時
に
は
第
二
軍
兵
站
司
令
官
で
あ
っ
た
が
︑
明
治
二
八
年
一
一
月
二
七
日
名
古
屋
市

好
生
館
病
院
で
没
す
る
︒
最
終
の
位
階
・
階
級
は
︑
従
六
位
勲
四
等
後
備
陸
軍
歩
兵
少

佐
で
あ
る
︒

中
村
巨
訓
︵
一
八
四
六
-一
九
〇
八
︶

明
治
五
年
に
少
尉
に
任
官
し
︑
明
治
七
年
四

月
二
九
日
に
中
尉
に
進
級
す
る
︒
西
南
戦
争
で
は
歩
兵
第
十
連
隊
第
三
大
隊
第
四
中
隊

第
一
小
隊
長
︑
同
大
隊
副
官
を
務
め
る
が
﹁
佐
賀
の
役
﹂
及
び
﹁
西
南
戦
争
﹂
に
よ
る

論
功
行
賞
が
行
わ
れ
た
形
跡
は
な
い
︒

明
治
一
二
年
四
月
五
日
大
尉
に
︑
明
治
一
三
年
二
月
六
日
正
八
位
に
叙
せ
ら
れ
る
︒

歩
兵
第
十
六
連
隊
第
三
大
隊
中
隊
長
︑
歩
兵
第
四
連
隊
副
官
を
経
て
︑
明
治
一
九
年
五

月
二
六
日
少
佐
に
進
級
し
︑
明
治
二
一
年
に
は
小
倉
大
隊
区
司
令
官
に
︑
明
治
二
九
年

三
月
の
連
隊
区
司
令
部
条
例
︵
勅
令
第
五
六
号
︶
の
制
定
に
伴
い
小
倉
連
隊
区
司
令
官

に
補
さ
れ
る
︒
明
治
三
〇
年
五
月
一
日
中
佐
に
進
級
し
︑
同
日
後
備
役
に
編
入
さ
れ

る
︒
明
治
四
一
年
一
月
一
八
日
病
に
よ
り
没
す
る
︒
最
終
の
位
階
・
階
級
は
︑
正
五
位

勲
三
等
後
備
陸
軍
歩
兵
中
佐
で
あ
る
︒

本
史
料
の
撮
影
時
に
は
︑
原
大
尉
は
三
三
歳
︑
宮
崎
中
尉
三
二
歳
︑
中
村
少
尉
は
二

九
歳
で
あ
っ
た
︒
原
及
び
宮
崎
は
︑
五
二
-三
歳
の
時
に
日
清
戦
争
に
出
征
す
る
が
︑
野

戦
部
隊
で
は
な
く
後
方
勤
務
の
兵
站
司
令
官
で
あ
り
︑
中
村
も
同
様
に
内
地
勤
務
の
小

倉
大
隊
区
司
令
官
で
あ
っ
た
︒
中
村
は
︑
明
治
三
八
年
七
月
頃
︑
日
露
戦
争
に
よ
る
将

校
の
補
充
難
に
よ
る
も
の
か
︑
鯖
江
連
隊
区
司
令
官
を
務
め
て
い
る
︒
こ
の
職
も
内
地

勤
務
で
あ
り
︑﹁
佐
賀
の
役
﹂
及
び
﹁
西
南
戦
争
﹂
参
戦
の
後
は
︑
三
将
校
共
に
野
戦
の

場
に
立
つ
こ
と
な
く
︑
軍
人
生
活
を
終
え
た
こ
と
に
な
る
︒

一
〇
︑
む
す
び

本
史
料
に
つ
い
て
は
︑
幸
い
に
も
被
写
体
の
三
将
校
の
陸
軍
に
お
け
る
階
級
・
姓
・

出
身
県
︑
さ
ら
に
は
撮
影
地
及
び
時
期
が
裏
書
さ
れ
て
い
た
︒
本
稿
で
は
︑
こ
れ
ら
を

手
掛
か
り
に
し
て
︑
三
将
校
の
姓
名
︑
所
属
部
隊
︑
撮
影
の
背
景
等
を
明
ら
か
に
し
た
︒

厳
密
に
は
﹁
台
湾
出
兵
を
控
え
熊
本
鎮
台
管
下
で
撮
影
し
た
陸
軍
将
校
の
写
真
﹂
で
は

あ
る
が
︑
三
将
校
が
着
用
し
た
軍
帽
・
軍
服
に
は
二
ヶ
月
前
の
﹁
佐
賀
の
役
﹂
の
余
燼

が
漂
っ
て
い
る
と
解
釈
し
︑
敢
え
て
﹁
佐
賀
の
役
参
戦
云
々
﹂
と
い
う
表
題
を
設
定
し

た
︒
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︻
註
︼

︵
１
︶
一
般
に
は
︑﹁
佐
賀
の
乱
﹂
と
呼
ん
で
い
る
が
︑
陸
軍
省
日
誌
等
で
は
﹁
佐
賀
の
役
﹂
と
表
記
し

て
い
る
た
め
︑
本
稿
で
は
こ
の
名
称
を
使
用
し
て
い
る
︒
な
お
︑
陸
軍
で
は
︑
明
治
七
年
二
月

一
五
日
佐
賀
県
士
族
に
よ
る
県
庁
襲
撃
か
ら
︑
同
三
月
一
日
の
平
定
ま
で
を
﹁
佐
賀
の
役
﹂
に

お
け
る
戦
時
と
規
定
し
て
い
る
︒

『陸
軍
省
日
誌
﹄
明
治
九
年
第
五
四
号

明
治
九
年
一
二
月
二
〇
日

第
五
局
伺

熊
本
山
口
両
縣
下
賊
徒
追
討
ニ
従
事
シ
戦
死
或
ハ
傷
痍
ヲ
被
候
者
ノ
中
佐
賀
臺
湾
両
役
ニ
従
事

致
候
者
モ
可
有
之
就
テ
ハ
従
軍
年
計
算
ニ
係
リ
左
ノ
條
々
判
然
不
致
候
ニ
付
此
段
相
伺
候
也

第
一
條

佐
賀
役
ハ
七
年
二
月
一
五
日
賊
徒
佐
賀
縣
廰
ヲ
襲
撃
シ
出
張
鎮
臺
兵
ト
闘
争
ニ
及
候

日
ヨ
リ
同
三
月
一
日
賊
徒
平
定
迄
ヲ
戦
時
ト
シ
︵
略
︶
相
心
得
可
然
哉

指
令

第
一
條

伺
之
通

︵
２
︶
本
文
に
示
す
も
の
の
他
に
画
像
資
料
と
し
て
は
﹃
佐
賀
征
討
記
﹄
の
表
紙
及
び
挿
絵
及
び
﹃
佐

賀
征
討
戦
記
﹄
口
絵
の
﹁
歩
兵
士
官
及
砲
兵
士
官
﹂︑﹁
歩
卒
及
砲
卒
﹂
図
︵
五
姓
田
義
松
筆
︶

が
あ
る
が
︑
管
見
の
限
り
で
は
︑
後
者
が
﹃
日
本
近
代
軍
服
史
﹄
等
に
軍
装
の
考
証
資
料
と
し

て
引
用
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
︒

︵
３
︶
廃
藩
置
県
に
よ
り
︑
明
治
四
年
八
月
徳
島
県
が
設
置
さ
れ
る
が
︑
一
二
月
名
東
県
と
改
称
す
る
︒

明
治
六
年
二
月
に
は
香
川
県
を
編
入
す
る
が
︑
明
治
八
年
九
月
に
は
︑
香
川
県
が
名
東
県
か
ら

分
立
し
︑
翌
九
年
八
月
に
は
旧
阿
波
国
を
高
知
県
に
︑
旧
淡
路
国
を
兵
庫
県
に
そ
れ
ぞ
れ
編
入

す
る
こ
と
に
よ
り
︑
名
東
県
は
廃
止
さ
れ
る
︒
明
治
一
三
年
三
月
旧
阿
波
国
が
︑
高
知
県
か
ら

分
立
し
て
徳
島
県
が
設
置
さ
れ
る
︒

︵
４
︶
明
治
四
年
七
月
熊
本
︑
人
吉
の
二
県
が
お
か
れ
︑
一
一
月
に
は
︑
熊
本
県
が
二
分
さ
れ
て
熊
本
︑

八
代
の
二
県
と
な
る
︒
翌
五
年
六
月
熊
本
県
は
︑
ふ
た
た
び
白
川
県
と
改
称
さ
れ
︑
明
治
六
年

一
月
に
は
八
代
県
が
廃
止
さ
れ
て
︑
白
川
県
に
併
合
さ
れ
る
︒
明
治
九
年
二
月
さ
ら
に
熊
本
県

と
改
称
さ
れ
る
︒

︵
５
︶﹃
明
治
過
去
帳
﹄︑﹃
陸
軍
武
官
録
﹄︑﹃
陸
軍
将
校
並
同
相
当
官
実
役
停
年
名
簿
﹄︑﹁
官
報
︵
叙
任

及
辞
令
︶﹂
等
を
参
照
し
た
︒

︵
６
︶
同
大
隊
は
和
歌
山
県
兵
を
も
っ
て
︑
明
治
四
年
一
〇
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
編
成
さ
れ
る
︒

明
治
初
年
の
歩
兵
部
隊
は
︑
大
隊
が
基
本
で
四
個
中
隊
か
ら
成
り
︑
中
隊
は
将
校
五
名
︑
下
士

一
〇
名
︑
兵
卒
一
六
〇
名
が
定
員
で
あ
っ
た
︒﹁
佐
賀
の
役
﹂
に
参
戦
し
た
同
大
隊
の
人
員
構
成

は
︑﹃
佐
賀
征
討
戦
記
﹄﹁
征
討
出
発
兵
員
表
﹂
で
は
︑
将
校
一
七
名
︑
下
士
八
四
名
︑
兵
卒
四

七
八
名
︑
計
五
七
九
名
と
な
っ
て
い
る
が
︑﹃
靖
國
神
社
忠
魂
史
﹄
の
記
述
﹁
将
卒
合
計
五
八
二

名
︵
三
七
七
頁
︶﹂
と
三
名
の
差
が
生
じ
て
い
る
︒
同
大
隊
は
︑
明
治
七
年
五
月
一
四
日
に
歩
兵

第
十
連
隊
第
一
大
隊
と
改
称
さ
れ
る
︒

︵
７
︶﹃
陸
軍
省
日
誌
﹄
明
治
七
年
第
一
四
号

二
月
一
二
日

大
阪
鎮
台
ヘ
達
書
寫

其
臺
歩
兵
二
大
隊
熊
本
鎮
臺
出
張
申
付
候
亊

但
将
軍
少
将
野
津
鎮
雄
ノ
指
揮
ヲ
可
受
亊

︵
８
︶﹃
佐
賀
縣
賊
徒
征
討
録
等
︵
筆
者
蔵
︶﹄
二
丁

ス
ナ
イ
ト
ー
ル
銃
と
は
︑﹁
ス
ナ
イ
ド
ル

︵
S
n
id
er︶
銃
﹂
の
こ
と
で
あ
り
︑
弾
薬
を
銃
尾
か
ら
装
填
す
る
後
装
式
イ
ギ
リ
ス
製
ラ
イ
フ
ル

銃
で
あ
る
︒
同
銃
は
︑
弾
薬
を
銃
口
か
ら
装
填
す
る
前
装
式
の
エ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
︵
E
n
field
︶

銃
に
比
較
し
︑
銃
剣
を
装
着
し
た
ま
ま
︑
伏
せ
た
姿
勢
で
の
弾
丸
装
填
が
可
能
で
あ
る
︒
弾
丸

及
び
弾
薬
筒
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
た
め
︑
弾
丸
の
装
填
速
度
が
速
く
︑
か
つ
雨
天
に
も
強
い

こ
と
等
の
優
位
性
を
有
し
て
い
る
︒
こ
の
交
換
作
業
に
つ
い
て
は
︑
三
年
後
の
西
南
戦
争
に
お

い
て
も
同
様
の
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
︒

︵
９
︶
同
前

︵

︶
｢軍
隊
手
帳
︵
筆
者
蔵
︶﹂

明
治
六
年
六
月
二
三
日
壮
兵
と
し
て
歩
兵
第
四
大
隊
へ
入
営
し
た

10

長
野
某
の
所
持
品
で
あ
る
︒

︵

︶﹃
佐
賀
征
討
戦
記
﹄

四
三
丁

11
︵

︶
同
大
隊
は
︑
名
東
県
兵
四
個
小
隊
を
召
集
し
た
も
の
で
︑
大
阪
鎮
台
か
ら
熊
本
鎮
台
へ
の
管
轄

12

換
を
命
じ
ら
れ
る
の
は
明
治
六
年
五
月
で
あ
る
が
︑
六
月
に
は
﹁
筑
前
竹
槍
一
揆
﹂
の
鎮
圧
に

出
動
し
︑
熊
本
鎮
台
に
移
駐
す
る
の
は
︑
七
月
二
一
日
で
あ
る
︒﹁
余
は
明
治
六
年
桐
野
︵
利

秋
︶
氏
と
交
替
し
熊
本
に
赴
任
す
大
阪
よ
り
十
九
大
隊
を
連
れ
行
き
之
を
模
範
と
し
て
在
來
の

二
大
隊
︵
第
十
一
及
び
十
二
大
隊
︶
を
精
選
し
て
一
大
隊
と
し
佛
國
式
に
編
成
す
︵﹃
谷
干
城
遺

稿
一
﹄
四
二
一
頁
︶﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
フ
ラ
ン
ス
式
の
訓
練
を
受
け
た
模
範
的
な
部
隊
で
あ
っ

た
こ
と
が
窺
え
る
︒

︵

︶
帝
国
聯
隊
史
刊
行
会
編
﹃
歩
兵
第
十
三
聯
隊
史
﹄

一
九
二
三
年

二
頁

13
︵

︶﹃
新
熊
本
市
史
通
史
編
﹄
第
五
巻

二
八
七
-二
九
一
頁
︑
松
島
秀
太
郎
﹁
鎮
台
歩
兵
大
隊
の
成

14

立
と
歩
み
﹂

三
五
-三
六
頁
︒
こ
の
第
十
一
大
隊
の
暴
動
に
関
し
て
は
︑﹁
兼
て
も
申
上
げ
置

き
候
通
十
一
大
隊
の
罪
囚
六
十
餘
名
未
た
糺
彈
中
兵
卒
皆
鹿
児
島
を
羨
の
情
甚
た
深
く
上
士
官

も
佐
賀
云
々
に
付
て
は
孤
疑
百
端
︵﹃
谷
干
城
遺
稿
三
﹄﹁
明
治
七
年
二
月
佐
賀
事
件
に
つ
き
将
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軍
の
手
紙
︽
宛
名
不
明
︾﹂﹂
の
状
況
で
あ
っ
た
︒
こ
の
書
簡
を
受
け
た
も
の
か
ど
う
か
は
不
明

で
あ
る
が
︑
伊
藤
博
文
か
ら
大
久
保
利
通
宛
へ
の
書
簡
に
︑
次
の
よ
う
な
文
言
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
︒

明
治
七
年
二
月
一
〇
日

谷
干
城
書
面
之
意
ニ
御
座
候
︑
一
ハ
反
覆
無
疑
と
奉
像
存
候
︑
左

ス
レ
ハ
鎮
兵
向
背
不
可
図
︑
⁝
大
坂
よ
り
差
出
候
兵
も
一
大
隊
に
て
ハ
甚
危
ク
候
︑
是
非
二

大
隊
御
遣
可
然
奉
存
候
︑
鎮
兵
之
動
静
ニ
依
リ
候
て
ハ
景
況
如
何
様
相
変
候
も
難
計
候
︑
単

身
直
入
之
御
勇
気
ヲ
少
シ
御
抑
制
相
成
候
而
又
御
自
愛
も
為
国
家
と
奉
存
候

(﹃
大
久
保
利
通
関
係
文
書
一
﹄
一
一
四
頁
︶﹂

こ
こ
で
い
う
﹁
向
背
が
測
り
難
い
﹂
鎮
台
兵
と
は
︑
恐
ら
く
第
十
一
大
隊
の
こ
と
で
あ
る
︒
同

大
隊
は
︑
前
年
一
二
月
に
暴
動
を
引
き
起
こ
し
た
前
歴
に
加
え
︑
そ
の
編
成
に
あ
た
り
佐
賀
か

ら
四
個
小
隊
︑
平
戸
・
大
村
・
中
津
か
ら
各
一
個
小
隊
を
召
集
し
た
経
緯
が
あ
り
︑
佐
賀
出
身

者
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
た
︒﹃
谷
干
城
遺
稿
三
﹄﹁
明
治
七
年
二
月
佐
賀
縣
士
族
結
黨
の

件
﹂
に
よ
れ
ば
﹁
臺
︵
熊
本
鎮
台
の
こ
と
︒
筆
者
︶
の
内
上
下
士
官
兵
卒
に
至
る
迄
佐
賀
縣
の

も
の
亦
殆
百
名
に
近
﹂
い
状
態
で
あ
っ
た
︒
伊
藤
が
同
大
隊
に
対
し
て
︑
そ
の
向
背
及
び
動
静

を
危
惧
し
た
の
は
︑
こ
れ
ら
の
事
が
背
景
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

︵

︶﹃
佐
賀
征
討
戦
記
﹄﹁
死
傷
録
﹂
に
よ
る
︒
た
だ
し
︑﹃
靖
國
神
社
忠
魂
史
﹄
で
は
︑
戦
死
者
は
一

15

五
〇
名
と
な
っ
て
お
り
四
名
の
差
が
生
じ
て
い
る
︒
同
大
隊
の
将
兵
は
﹁
征
討
出
発
兵
員
表
﹂

に
よ
れ
ば
︑
将
校
二
二
名
︑
下
士
一
二
五
名
︑
兵
卒
五
〇
〇
名
の
計
六
四
七
名
で
︑
出
兵
し
て

い
な
い
者
︵
留
守
要
員
︑
患
者
︑
暴
動
に
よ
り
拘
禁
中
の
六
〇
数
名
︶
を
加
え
る
と
︑
七
〇
〇

名
前
後
が
在
隊
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
︒

︵

︶﹃
陸
軍
省
日
誌
﹄
明
治
七
年
第
三
五
号

16

四
月
一
八
日

大
阪
鎮
台
ヘ
達
書
寫

其
臺
歩
兵
二
二
大
隊
及
ヒ
第
四
砲
隊
熊
本
鎮
臺
管
轄
申
付
候
此
旨
可
相
達
候
亊

た
だ
し
︑
実
際
に
は
﹁
此
度
大
阪
よ
り
當
臺
へ
指
向
け
相
成
候
二
十
二
大
隊
本
月
中
旬
頃
發

阪
を
以
當
地
着
之
筈
に
御
座
候
其
上
に
て
十
大
隊
は
歸
阪
の
約
也
第
四
大
隊
は
先
日
疾
く
歸
阪

致
居
申
候
︵﹃
谷
干
城
遺
稿
三
﹄﹁
明
治
七
年
六
月
中
村
重
遠
よ
り
の
書
﹂︶
と
い
う
状
況
で
あ
っ

た
︒

︵

︶
冨
重
写
真
館
は
︑
冨
重
利
平
︵
天
保
八
︵
一
八
三
七
︶
年
福
岡
県
山
門
郡
三
橋
町
生
︑
大
正
一

17

一
︵
一
九
二
二
︶
年
没
︶
が
︑
文
久
二
︵
一
八
六
二
︶
年
に
長
崎
に
出
て
︑
亀
屋
︵
谷
︶
徳
治

郎
及
び
上
野
彦
馬
か
ら
写
真
術
の
教
え
を
受
け
︑
慶
応
二
︵
一
八
六
六
︶
年
に
筑
後
柳
川
町
で

写
真
業
を
開
業
し
た
こ
と
に
始
ま
る
︒
明
治
二
︵
一
八
六
九
︶
年
に
高
瀬
︑
翌
三
年
に
は
熊
本

へ
移
り
︑
写
真
師
を
開
業
す
る
︒
西
南
の
役
に
際
し
て
は
熊
本
城
内
︑
谷
干
城
︑
幹
部
将
校
等

を
撮
影
し
た
︒

︵

︶﹃
佐
賀
縣
賊
徒
征
討
録
等
﹄﹁
發
營
記
載
丙
之
分
﹂

二
丁

18
︻
主
な
参
考
文
献
︼

陸
軍
参
謀
局
編
﹃
佐
賀
征
討
戦
記
﹄︑
一
八
七
五
年

朝
倉
治
彦
編
﹃
陸
軍
省
日
誌
﹄
第
二
巻
︑
東
京
堂
出
版
︑
一
九
八
八
年
︵
明
治
七
年
刊
の
複
製
︶

松
島
秀
太
郎
﹁
鎮
台
歩
兵
大
隊
の
成
立
と
歩
み
﹂﹃
軍
事
史
学
﹄
第
二
四
巻
第
四
号
︑
一
九
八
八
年

三
月

JA
C
A
R︵
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
︶
R
ef.A
09054283800︵
国
立
公
文
書
館
︶﹃
明
治
七
年
一

一
月
改

陸
軍
武
官
録
﹄

靖
國
神
社
社
務
所
﹃
靖
國
神
社
忠
魂
史
﹄
第
一
巻
︑
一
九
三
五
年

宮
川
秀
一
﹁
徴
兵
令
に
よ
る
最
初
の
徴
兵
と
臨
時
徴
兵
﹂

『歴
史
と
神
戸
﹄
第
二
六
巻
第
二
号

一
九
八
七
年

大
植
四
郎
編
著
﹃
明
治
過
去
帳
﹄
原
著
私
家
版
︑
一
九
三
五
年
︵
東
京
美
術

一
九
八
八
年

新
訂
︶

陸
軍
省
編
﹃
明
治
天
皇
御
伝
記
史
料
﹄
上
巻
︑
原
書
房
︑
一
九
六
六
年

松
下
芳
男
﹃
改
訂
明
治
軍
制
史
論
﹄
国
書
刊
行
会
︑
一
九
八
八
年

熊
本
県
立
美
術
館
編
﹃
冨
重
写
真
所
の
１
３
０
年

幕
末
か
ら
現
代
﹄
一
九
九
三
年

新
熊
本
市
史
編
纂
委
員
会
編
﹃
新
熊
本
市
史
﹄
通
史
編
第
五
巻
︑
二
〇
〇
三
年

立
教
大
学
日
本
史
研
究
室
編
﹃
大
久
保
利
通
関
係
文
書
一
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
六
五
年

日
本
史
籍
協
會
編
﹃
谷
干
城
遺
稿
三
﹄
東
京
大
学
出
版
会
︑
一
九
七
六
年
︵
明
治
四
五
年
刊
の
複
製
︶

関
係
史
料
解
題

本
稿
で
引
用
し
た
史
料
中
︑
参
照
が
困
難
な
も
の
が
あ
る
の
で
こ
こ
に
紹
介
す
る
︒

﹃
佐
賀
縣
賊
徒
征
討
録
等
︵
筆
者
蔵
︶﹄

﹁
肥
前
佐
賀
征
討
録
﹂︑﹁
別
録
附
録
﹂︑﹁
發
營
記
載
甲
之
部
﹂︑﹁
仝
丙
之
部
﹂︑﹁
仝
乙
之
部
﹂﹁
世
界

國
盡
﹂
か
ら
構
成
さ
れ
︑
類
書
に
﹃
歩
兵
第
十
大
隊
佐
賀
縣
賊
徒
征
討
記
／
歩
兵
第
十
九
大
隊
臺
灣
征
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討
記
﹇
請
求
記
号

図

・

・
６
﹈︵
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
︶﹄
が
あ
る
︒
そ
れ
ぞ
れ
末
尾
に
﹁
明

992

210

治
七
年
六
月
白
川
縣
肥
後
國
高
麗
門
於
妙
立
寺
寫
之
﹂︑﹁
東
肥
熊
本
城
下
高
麗
門
外
禅
定
寺
ニ
テ
示

時
明
治
七
年
八
月
八
日
寫
之

子
亮
﹂
と
表
記
が
あ
り
︑
送
り
仮
名
及
び
漢
字
表
記
の
差
異
が
あ
る
他

は
︑
ほ
ぼ
内
容
が
同
じ
で
あ
る
︒﹃
佐
賀
征
討
戦
記
﹄﹁
例
言
﹂
に
﹁
此
書
本
省
ノ
征
討
日
誌
熊
本
鎮
台

第
十
大
隊
ノ
記
録
︑
大
阪
鎮
台
第
四
第
十
兩
大
隊
ノ
記
録
⁝
ヲ
以
テ
シ
要
ヲ
取
リ
繁
ヲ
捨
テ
︑
編
成
セ

シ
者
ナ
リ
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
各
大
隊
が
作
成
し
て
い
た
原
記
録
を
︑
必
要
に
応
じ
各
自
が
書
写
し

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
佐
賀
県
立
図
書
館
の
当
該
史
料
は
︑﹁
原
本
木
下
○
○
氏
蔵
／
同
氏
よ

り
寄
贈
﹂
と
奥
付
に
ペ
ン
書
き
が
あ
り
︑
原
史
料
を
湿
式
複
写
し
装
丁
し
た
も
の
で
あ
る
︒
な
お
同
館

所
蔵
の
当
該
史
料
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
︑
書
名
検
索
で
は
ヒ
ッ
ト
せ
ず
︑
特
別
書
庫
に
所
蔵
の
指
示
及

び
請
求
記
号
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
︒

﹃
軍
隊
手
帳
﹄

手
帳
は
︑
六
年
七
月
に
制
定
さ
れ
た
歩
兵
専
用
の
手
帳
で
︑
同
手
帳
の
所
持
者
は
︑
明
治
六
年
六
月

二
三
日
壮
兵
と
し
て
歩
兵
第
四
大
隊
へ
入
営
し
︑
明
治
八
年
三
月
二
一
日
に
免
役
退
営
と
な
っ
て
い

る
︒
入
営
当
時
︑
徴
兵
令
は
既
に
公
布
さ
れ
た
と
は
い
え
︑
未
だ
実
施
に
は
い
た
っ
て
は
お
ら
ず
︑
次

の
よ
う
に
臨
時
募
集
に
よ
っ
て
兵
員
を
充
足
し
て
い
た
︒

○
鎮
台
兵
の
募
集

明
治
六
年
二
月
二
四
日

大
阪
鎮
台
ニ
テ
︑
兵
隊
欠
乏
ニ
付
︑
更
ニ
身
体
検
査
之
上
︑
結
隊
可
申
付
候
條
︑
別
紙
規
則
に
照

準
シ
︑
士
農
工
商
ヲ
論
セ
ス
︑
望
ノ
者
ハ
三
月
十
日
迄
当
府
ヘ
可
申
出
候
事

︵﹃
大
阪
府
布
令
集
﹄︶

こ
の
よ
う
な
徴
兵
令
に
基
づ
か
な
い
兵
員
を
﹁
壮
兵
﹂
と
称
し
て
い
た
︒
ま
た
明
治
八
年
三
月
に
除

隊
と
な
っ
た
の
は
︑
徴
兵
令
に
基
づ
く
兵
員
の
入
隊
に
伴
い
︑
漸
次
︑
壮
兵
を
除
隊
さ
せ
て
い
っ
た
た

め
で
あ
る
︒

﹃
佐
賀
征
討
記
﹄

佐
賀
県
立
図
書
館
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
︒
明
治
七
年
二
月
二
一
日
か
ら
二
月
二
八
日
ま
で
の
田
代

か
ら
佐
賀
に
至
る
戦
闘
を
紹
介
し
た
内
容
で
あ
り
︑
挿
絵
を
中
心
に
説
明
文
が
付
記
さ
れ
て
い
る
︒

配
架
さ
れ
て
い
る
の
は
複
写
本
で
あ
る
が
︑
表
紙
及
び
裏
表
紙
を
含
め
て
九
丁
か
ら
な
り
︑
袋
と
じ
に

し
た
も
の
を
二
か
所
で
紙
こ
よ
り
で
綴
じ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
︒
挿
絵
の
筆
致
は
稚
拙
で
あ
り
︑

表
紙
︑
内
容
紙
共
に
﹁
日
月
の
錦
旗
﹂
が
描
か
れ
︑
人
物
も
人
間
で
あ
る
こ
と
が
判
る
程
度
の
精
度
で

あ
る
︒
奥
付
及
び
刊
記
は
付
さ
れ
て
い
な
い
︒

﹃
佐
賀
征
討
戦
記
﹄

﹁
佐
賀
の
役
﹂
に
関
す
る
陸
軍
の
公
刊
記
録
で
あ
る
︒
主
に
﹁
征
討
出
發
兵
員
表
﹂︑﹁
費
ヤ
ス
所
ノ

弾
藥
表
﹂︑﹁
佐
賀
征
討
戦
記
本
文
﹂︑﹁
戦
地
略
圖
﹂︑﹁
死
傷
録
﹂
か
ら
構
成
さ
れ
る
︒
佐
賀
大
学
附
属

図
書
館
に
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
︑
国
立
国
会
図
書
館
の
開
設
サ
イ
ト
﹁
近
代
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
﹂
に
よ
っ
て
も
参
照
可
能
で
あ
る
︒

﹃
靖
國
神
社
忠
魂
史
﹄
全
五
巻

昭
和
八
年
か
ら
一
〇
年
に
か
け
て
︑
靖
国
神
社
が
陸
海
軍
の
監
修
を
受
け
て
編
纂
し
た
史
料
で
あ

る
︒
戦
役
の
経
緯
と
祭
神
の
姓
名
︑
所
属
部
隊
︑
官
職
等
級
︑
出
身
地
が
記
さ
れ
︑
場
合
に
よ
っ
て
は

略
図
も
付
さ
れ
る
︒
第
一
巻
は
︑
維
新
前
紀
か
ら
北
清
事
変
ま
で
を
対
と
し
て
い
る
︒

︵
佐
賀
大
学
学
術
研
究
協
力
部
研
究
協
力
課
︶

「佐賀の役」参戦陸軍将校の写真
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